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研究成果の概要（和文）：中央アジアでの大規模灌漑農業が地下水汚染と食物連鎖に与える影響について以下の
調査を行った。１）飲料水である地下水の調査を行った。２）潅漑用水、潅漑排水、および河川水を採取し、灌
漑農業による河川水への影響を調査した。３）農村で、水利用に関しての聞き取り調査を行った。
その結果、リン肥料に含まれる副産物ウランが地下水を汚染している可能性があることが分かった。また、地下
水に含まれるSrの濃度が高いことが分かったが、汚染源は明らかにできなかった。

研究成果の概要（英文）： We investigated groundwater pollution and effect for food chain caused by  
large-scale irrigation agriculture in the Central Asia. 1) It was investigated the groundwater which
 was drinking water. 2) We gathered irrigation water, irrigation drainage and river water and 
investigated influence on river water by the irrigation agriculture. 3) It was hearing investigation
  for supply of water in a farm village.
 As a result, we understood that by-product uranium included in the phosphorus manure might pollute 
groundwater. In addition, I understood that the density of Sr included in the groundwater was high, 
but the source was not able to clarify it.

研究分野：放射線・化学物質影響科学
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１． 研究開始当初の背景 
 
中央アジアでは、数か国にまたがって流
れているシルダリア、アムダリアの 2 つの
国際河川の河川水を用いて乾燥地で大規模
灌漑農業を行っている。その結果、２つの
川からの流入がほとんどなくなった。その
ため、もと世界第 4 位のアラル海は、急速
に縮小し、50 年間で、10 分の 1 になり、
世界的な環境問題として知られるようにな
った。筆者らはこれまでに、アラル海の水
質の変化およびその流入域で調査を行い、
飲料水である地下水の塩分が高くなってい
ることを明らかにしてきた。 

  
２．研究の目的 
 アラル海の縮小は中央アジアの乾燥地で、
アラル海に流入する河川水を用いて大規模
灌漑農業を行ったことが原因である。この大
規模灌漑農業の影響により地下水の水質が
どのように変化したかを調査し、食物連鎖へ
の影響について調べた。 
 
３．研究の方法 
 ウズベキスタンの灌漑農地にて，潅漑用水，

潅漑排水，土壌，作物の試料を採取する．さ

らに，重金属および，放射性核種の濃度を測

定する．また、重金属と放射性核種濃度と比

較するための主要元素について分析を行い，

汚染の実態を量と質の両面から解明する．そ

して，ＷＨＯの飲料水ガイドラインと対比し

ながらどのような元素が，特に問題であるか

を明らかにし，その汚染起源について考察す

る．放射性核種の天然ウランには，238U，235U，
234Uの同位体についても，測定を行い濃縮ウラ

ンによる汚染の有無についても明らかとする．

また、農家で、農業体系についての聞き取り

調査を行い、農家の現状を把握する。そして，

食物連鎖による生物への影響について考察す

る．さらに，今後の汚染防止策，および，汚

染除去対策について立案する． 
 
４．研究成果 

いくつかの地点で飲飲料水中のウラン濃

度は、WHO の飲料水ガイドラインレベルを超

えていた。特に、Kichikkangly 村の飲料水の

ウラン濃度が高かった。ウラン汚染源がこの

領域の近くにある可能性があり発生源をよ

り詳細に検討することが重要である。 

また、 WHO はストロンチウム濃度の飲料水ガ

イドラインレベルを示していないが、非常に

高いことがわかった。今後、ストロンチウム

汚染物質の発生源の調査が必要である。 
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